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　　　　　　　　宮崎県作業療法士会　会員実態調査報告 報告日：平成30年3月10日
報告者：ブロック担当理事

平成30年2月に各施設より御協力いただきました会員実態調査の結果を、下記の通り御報告致します。この調査は、①会員の実態把
握と、②ブロック、県士会活動に対する会員ニーズを捉え、③今後の県士会活動に反映させていくことを目的に実施したものです。

■調査期間：平成30年2月2日～15日
＜施設＞■調査票送付：184通　　■回答数：139通　　■回収率：75％　■ブロック別回収率（延岡・日向：76％、西都・児湯：100％、宮
崎・市郡：74％、都城・北諸：62％、西諸・小林：84％、日南・串間：78％）
＜自宅会員＞■調査票送付：30通　　■回答数：8通　　■回収率：26％　■ブロック別回収率（延岡・日向：0％、西都・児湯：33％、宮
崎・市郡：54％、都城・北諸：0％、西諸・小林：33％、日南・串間：0％）

1. 県士会への入会（今年度会費納入）について　　⇒　入会（納入）している　/ 入会（納入）していない

施設 自宅会員

2. OT以外の資格関連について：下記の資格を有する人はいますか？ (複数回答可)　　⇒　・介護支援専門員　・福祉住環境コーディ
ネーター　・福祉用具プランナー　・認知症ケア専門士　・精神保健福祉士　・社会福祉士　・介護福祉士 　・理学療法士　・看護師  ・他

施設 自宅会員

延岡・日向 延岡・日向

西都・児湯 西都・児湯

宮崎・市郡 宮崎・市郡

都城・北諸 都城・北諸

西諸・小林 西諸・小林

日南・串間 日南・串間

合計 合計

3. 生涯教育関連について：下記、取得もしくは修了していますか？　⇒　　●認定作業療法士　取得：いる　/　いない
　●生涯教育基礎研修修了：いる　 /  いない

施設 自宅会員
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県士会 入会の有無

入会している 入会していない
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認定作業療法士・基礎研修について

認定作業療法士取得 未取得

生涯教育基礎研修終了 未終了
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認定作業療法士・基礎研修について

認定作業療法士取得 未取得

生涯教育基礎研修終了 未終了



※詳細意見（抜粋）
＜開催時期＞

＜情報発信＞

＜開催場所＞

＜テーマ＞

＜研修形式＞

＜他＞

・現在実施している内容で良いと思います

・情報発信をもう少し早めにしていただきたいです。

・MTDLPの基礎研修が終わっていないため、施設外は分からない

・いつもお世話になっております。様々な企画運営ご苦労様です。ありがとうございます。
・手技、実技中心の研修会を増やしてほしい。

（原文記載）

・同研修が複数回あると助かります
・少ないニーズに応えられるのが、ブロックの良さです

4. 作業療法士として、地域ケア会議や地域住民対象となる研修会講師など地域へ関わる事業に対し、協力参加はできます
か？　   ⇒　内容により、できる  /  分からない　 /   内容に問わず、難しい

施設 自宅会員

5. 各ブロックで、ブロック内研修会や事例報告会が実施されています。今後、多くの会員に参加して頂くために、どのような
工夫（開催時期・情報発信・開催場所・テーマなど）などが必要だと思いますか？

6. 県士会活動全般に対しての御意見、御要望等ありましたらご記入ください。

・出来るだけ多くの会員が県士会業務に関われると社会的な学びも多く良いと思います。

・手技、実技中心の研修会を増やしてほしい
・事例についてスーパーバイザーがいると良い

・保育室（託児所）があると、より参加しやすい
・子持ちの方は、日曜の勉強会には参加しにくい

・自分自身活動に参加できていませんが、今後機会があれば研修会にも参加させて頂きたいと思っています。

・このアンケートの書式ですが，□にチェックを入れるのはPC上ではできません．今回は■で対応しましたが，ご検討いた
だければと思います．

・平日ではなく土日での開催が良いと思われます
・子供たちの行事のない時期に行って欲しい

・研修会の内容など、定期的に情報を提供する
・情報発信をもう少し早めにして欲しい

・県中央ではなく、ローテーションしてほしい
・県央開催が参加しやすいです

・多くの分野のテーマを挙げる
・臨床で活かせる知識の研修（アプローチ方法）

1 1 1

0 0 00 0

4

0 0 00 0

1

0 0 0
0

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

4.5

地域に関わる県士会事業などへの協力

出来る 分からない 難しい

16
2 18 6

10
5 57

9

5
30

4

3
3 54

4 2 6
7

2 2 23

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

地域の関わる県士会事業などへの協力

出来る 分からない 難しい

開催時期
23%

情報発信
11%

開催場所
8%テーマ

26%

研修形式
10%

他
22%

ブロック研修会・事例報告会の工夫点など


